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八

法

経

記

事

〉

法
山
沼
会
論
議
第
二
輯
所
載
の
法
経
会
記
事
に
は

「
本
会
は
昭
和
三
年
十
二
月
北
海
道
帝
国
大
学
職

員
に
し
て
法
律
経
済
に
関
す
る
科
学
を
専
攻
す
る

者
十
一
名
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
三
名
の
名
営
会

員
を
推
薦
し
、
務
後
毎
月
例
会
今
一
開
催
す
る
こ
と

L

し
て
同
月
二
十
三
日
第
一
回
の
研
究
報
告
が
あ

っ
た
」
と
誌
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
み

る
と
現
在
の
法
経
会
は
明
二
十
八
年
十
、
二
月
に
は

創
立
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。
二
十
五
年
と
云
え
ば
四
分
の
一
世
紀
で
あ

っ
て
、
本
邦
の
学
界
の
歴
史
と
し
て
は
浅
か
ら
ざ

る
年
限
と
一
広
わ
な
け
れ
が
な
ら
な
い
。
こ
の
間
社

令
の
斐
遷
に
と
も
な
い
会
の
運
命
に
も
幾
多
の
迂

余
曲
折
が
あ
り
、
波
澗
も
亦
少
〈
な
か
っ
た
こ
と

L

思
は
れ
る
が
、
と
も
か
仁
無
事
存
続
し
て
今
日

の
盛
大
を
み
る
に
歪
っ
た
こ
と
は
d

会
員
諸
氏
の

並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と
努
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感

謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

例
会
の
開
催
は
会
誌
の
発
行
と
並
ん
で
本
会
活

動
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
一
二
年
十
二

月
二
十
三
日
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
渡
辺
侃
氏

が
「
資
本
主
義
経
済
と
労
作
主
義
経
済
」
と
題
し
て
‘

研
究
発
表
を
行
っ
た
の
が
始
り
で
あ
る
。
爾
来
回

を
重
ね
ぐ
昭
和
十
七
年
ゴ
一
月
二
十
日
に
は
第
百
一

回
の
例
会
が
行
は
れ
、
矢
島
武
及
渡
辺
侃
の
両
氏

に
よ
っ
て
「
農
家
適
正
規
模
調
査
報
告
」
と
題
す
る

報
告
が
発
表
さ
れ
た
o

そ
の
後
は
記
録
を
欠
く
の

で
詳
で
は
な
い
が
、
終
戦
后
も
不
定
期
で
は
あ
る

が
毎
年
数
回
宛
例
会
を
開
催
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
因
み
に
昭
和
二
十
六
年
度
に
お
け
る
例
会

の
論
題
そ
の
他
を
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
o

A

二
月
例
会
ハ
二
月
二
十
六
日
)
金
田
弘
夫
「
農
村

社
会
学
の
基
本
問
題
」
ム
五
月
例
会
ハ
五
月
二
十
五

日
)
渡
辺
侃
・
山
本
敏
「
農
業
経
済
学
大
会
を
顧

み
て
」

A

八
月
例
会
(
八
月
十
日
U
金
田
弘
夫
「
最

近
に
於
け
る
社
会
学
の
動
向
」
!
関
西
社
会
学
会

を
顧
み
て

l
ム
九
月
例
会
(
九
月
十
五
日
)
桃
野

作
次
郎
「
農
業
生
産
力
に
就
い
て
の
一
考
察
」
|

北
海
道
稲
作
を
中
心
と
し
て

l
A
十
月
例
会
(
十

月
十
八
日
)
旗
手
勲
「
村
溶
に
於
け
る
都
市
の
形

成
」

i
名
寄
士
別
町
に
つ
い
て

l
ム
十
一
月
例
会

(
十
一
月
二
十
九
日
)
京
野
稿
一
「
計
画
経
済
学

に
於
け
る
理
論
構
成
の
一
方
法
並
に
そ
の
論
理
的

性
絡
」
会
誌
「
法
経
会
論
叢
」
は
昭
和
五
年
十
一
一
月
に

木
会
の
研
究
発
表
機
関
と
し
て
発
行
の
計
画
が
立

て
ら
れ
、
昭
和
六
年
四
月
に
第
一
号
や
一
発
行
、
爾

来
集
を
重
ね
て
昭
和
二
十
年
二
月
に
は
第
十
一
集

が
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
る
に
終
戦
后
は
イ
ザ
J

プ

レ

に
よ
る
物
価
騰
貴
と
教
室
費
の
相
対
的
縮
少
に
よ

っ
て
、
折
角
文
部
省
か
ら
用
紙
の
割
当
を
受
け
な

が
ら
発
行
の
余
裕
が
な
く
、
停
刊
の
や
む
な
き
に

至
っ
た
o
幸
い
こ
の
た
び
木
誌
の
復
刊
に
対
す
る

内
外
に
お
け
る
強
い
要
望
と
、
先
脊
↓
諸
氏
の
尽
力

並
に
大
学
当
局
の
援
助
に
よ
っ
て
、
第
十
二
集
の

刊
行
を
み
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
会
員
諸
氏
と
共

に
慶
祝
に
た
え
ぎ
る
所
で
あ
る
。
A
P
7

后
は
少
く
も

年
一
回
の
定
期
刊
行
を
実
行
し
、
例
会
の
開
催
を

共
に
本
会
の
活
動
を
益
々
活
滋
化
し
た
い
意
向
で

あ
る
。創
立
当
時
の
会
員
数
は
十
四
名
(
内
名
誉
会
員

一
ニ
名
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
后
会
の
発
展

に
と
も
な
い
着
々
漸
増
の
一
途
を
た
ど
り
、
昭
和

二
十
年
二
月
に
は
二
十
五
名
門
内
名
誉
会
員
二
名
J

に
達
し
た
。
終
戦
后
会
員
荒
叉
燥
氏
及
び
名
誉
会

員
森
本
厚
吉
氏
を
喪
っ
た
こ
と
は
本
会
の
痛
痕
事

で
あ
る
が
、
代
つ

τ今
日
ま
で
に
十
数
名
の
新
入

会
員
を
迎
え
、
会
員
総
数
コ
一
十
九
名
(
内
名
誉
会

員
一
名
)
と
飛
躍
的
な
増
加
を
み
る
に
至
っ
た
こ

と
は
頼
母
し
き
限
り
で
あ
る
。
一
元
来
本
会
は
農
業

経
済
学
教
室
を
母
胎
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
会
員
資
格
は
必
ず
し
も
教
室
員
と
は
限
ら
ず

名
称
が
一
部
す
様
に
法
律
・
経
済
を
専
攻
す
る
学

内
職
員
一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

法
経
学
部
の
誕
生
に
よ
っ
て
関
係
職
員
数
の
増
加

を
み
る
に
至
っ
た
今
日
、
ま
す
ま
す
多
〈
の
会
員

を
収
容
し
て
名
実
共
に
本
学
の
法
経
会
た
ら
し
め

た
い
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
一
月
現
在
に

於
け
る
本
会
h

員
名
簿
は
別
記
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
会
員
中
大
爺
栄
一
氏
は
昨
年
六
月
文
部
省

留
学
生
と
し
て
渡
米
、
現
在
グ
イ
ス
コ
シ
シ
シ
大

学
に
於
て
研
究
中
、
本
年
七
月
帰
国
の
予
定
で
あ

る
。
文
松
田
武
雄
氏
も
昨
年
九
月
欧
米
農
業
視
察

の
た
め
渡
航
、
ア
メ
リ
カ
の
視
察
を
終
え
て
現
在

オ
ラ
シ
ダ
に
滞
在
中
、
三
月
下
旬
帰
国
の
予
定
で

あ

る

。

ハ

H
)

四



〈

編

集

後

記

V

A
V
戦
後
長
い
間
休
刊
仁
て
い
た
法
絞
令
論
議
が
七

年
振
り
で
復
活
し
、

ζ

L

に
鋳
十
二
位
端
山
口
溌
行
を

見
る
に
重
っ
た
ζ

と
は
一
恵
に
令
長
諸
氏
心
熱
意

と
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
ワ
て
、
あ
ら
た
め
で
御

踏
を
市
上
げ
た
レ
。

さ
て
続
殺
を
境
に
し
て
一
位
令
の
扶
勢
は
一
獲
し

諸
事
更
新
を
み
る
に
手
一
っ
た
が
本
誌
も
亦
御
資
の

通
り
従
来
の
法
相
融
合
論
議
と
比
ぺ
て
、
そ
の
内
容

及
び
体
裁
に
や
ふ
集
る
趣
向
を
も
ワ
に
至
っ
た
o

輔
醇
化

ω
最
も
著
し
き
も
の
は
、
執
筆
者
の
顔
繍

れ
が
従
来

ω
と
れ
と
は
丸
信
〈
一
新
し
た
こ
と
で
あ

ヲ
て
、
本
曲
揮
は
ゆ
刷
用
叫
加
に
合
員
に
な
ら
れ
た
新
人

諸
氏
が
専
ら
執
筆
し
た
o

こ
れ
は
本
誌
の
休
刊
に

よ
っ
で
業
総
内
部
開
表
を
幼
か
ら
れ
て
い
た
新
人
諸

氏
に
研
究
臨
時
妥
の
僻
料
品
問
を
輿
え
よ
う
と
し
た
(
先
輩

諸
氏

ω
配
慮
と
期
待
に
も
と
づ
く
も

ω
で
あ
る
。

あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
九
銭
、
必
ず
し
も
す
ぺ
て
が
カ

作
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
ー
が
、

V

づ
れ
も
そ
れ
ぞ

れ
の
専
攻
分
野
に
於
け
る
異
創
な
る
諭
作
で
る
ヲ

て
、
綾
田
作

ω
動
向
を
敏
感
に
反
映
す
a

る
と
共
に
現

官
に
肉
治
せ
ん
と
す
る
意
欲
と
気
柏
崎
に
あ
ふ
れ
、

今
後
。
融
政
燥
に
大
な
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

次
に
従
来
の
法
紹
令
論
援
は
令
員
各
自
が
自
肉

に
執
祭
し
た
も
の
を
一
日
新
編
集
し
た
も

ω
に
す
軍

合
か
づ
た
が
、
本
集
に
於
で
は
論
文
の
体
裁
及
ぴ

分
量
得
に
閥

L
て
あ
ら
か
じ
め
釘
合
せ
が
行
わ

れ
、
執
筆
者
諸
氏
か
続
伸
持
者
の
窓
を
〈
ん
で
執
筆

さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
。
そ

ω
結
果
枚
訟
も
長
筑
間

十
枚
、
短
篇
二
十
枚
ハ
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
〉
と

限
定
さ
れ
た
込
め
、
一
二
ぬ
論
文
を
除
い
て
は
極

力
尽
縮
せ
ら
れ
附
表

ω
鍛
も
多
く
省
略
せ
ら
れ
き

る
を
符
な
か
ヲ
た
o
こ
れ
は
限
ら
れ
た
紙
商
に
な

る
べ

t
多
数

ω
論
文
を
軟
絡
し
土
う
と
し
た
編
集

者
の
苦
衷
に
向
づ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
方
の
御

諒
併
を
願
い
た
い
臨
聞
で
あ
る
。

更
に
短
篇
を
ニ
段
組
に
じ
た
の
は
、
と
れ
夫
紙
面

の
節
約
以
外
に
他
意
は
な
い
が
、
将
来
は
こ
の
欄

に
調
査
報
告
、
制
御
諜
紹
介
等
を
秋
め
て
、
本
誌

ω
内

務
に
一
層
バ
ラ
イ
テ
ー
を
奥
え
る
と
共
に
、
合
員
各

位
心
寄
稿
を
察
日
制
な
ら
L

b
た
い
所
存
で
あ
る
。

最
后
に
本
誌
の
題
字
は
従
来
本
令
名
誉
令
民
放

佐
藤
昌
介
先
生
の
額
基
に
係
る
毛
筆
書
体
を
悶
い

て
来
た
が
、
本
築
よ
り
は
ζ

れ
を
蹴
出
し
て
治
山
子
体

に
替
え
、
右
寄
き
を
だ
書
き
に
改
必
た
o
叉
表
紙

の
目
次
を
復
活
し
、
氏
以
前
の
縦
書
き
を
積
書
き

に
改
必
た
o

こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
本
誌
の
体
裁
に

新
味
を
注
入
せ
ん
と
し
た
編
集
者
心
意
詮
に
向
づ

る
も
の
で
あ
る
が
、
成
和
は
す
ぺ
で
令
H
H
諸
氏
の

批
判
に
待
ワ
。

な
お
次
集
は
新
人
の
業
鉱
心
外
に
先
牽
諸
氏
心

勢
作
を
加
え
て
、
本
誌
山
内
容
を
一
'
層
充
貸
せ
し

め
た
い
o
令
員
各
伎
の
御
協
力
を
切
に
御
願
す
る

次

第

で

あ

る

。

(

林

幹

茂

)

A
V
法
松
令
合
員
心
各
位
白
熱
怠
と
協
力
と
に
よ
う

で、

ζ

、
に
第
十
二
集
心
刊
行
一
定
、
迭
に
笠
朝
刊
し

得
た
己
と
は
誠
に
悦
び
に
堪
唱
え
な
い
1
0

刊
行
に
設

。
て
は
、
回
制
桝
上

ω
細
か
い
ヱ
風
並
に
事
務
上

ω

一
四
四

措
置
等
に
つ
い
て
も
柑
食
の
注
意
と
悶
康
を
施
し

た
O

お
か
げ
で
案
外
ス

4

1
ズ
に
仕
事
を
溢
捗
ず

る
ζ

と
が
出
来
た
が
、
し
か
し
、
本
誌
b
体
裁
組

み
方
そ

ω
他
に
づ
い
て
は
、
な
ほ
充
分
数
回
京
を
あ

げ
符
な
か
ヲ
た
駄
も
あ
る
か
と
忠
号
。
経
費
そ

D

他
心
都
合
も
あ
る
が
、
乙
れ
品
部
hw
気
付
の
駄
に
つ

い
て
ば
、
体
的
滋
な
る
御
指
摘
を
ま
っ
て
次
集
か
ら

町
家
る
だ
け
改
め
て
行
合
た
い
と
忠
っ
て
い
る
。

乙
与
に
本
誌
の
一
一
四
の
融
政
展
を
の
ぞ
む
と
共
に
、

御
協
カ
下
さ
っ
た
関
係
者
各
佼
に
謝
し
て
衷
心
よ

り
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
o

(

金
田
弘
夫
)

法
経
曾
論
時
一
夜

昭
和
廿
七
年
一
月
十
日
印
刷

昭
和
廿
七
年
一
月
二
十
日
夜
行

編

集

者

委

袋

行

者

口

口

口

闘

札
幌
市
北
海
道
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学
農
学
部
内
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経
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渡

辺
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幌
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五
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五
丁
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